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引き続き、効果的な保健事業の
充実・向上に取り組んでまいります

収入 27億3,827万9千円

　
み
づ
ほ
健
康
保
険
組
合
の
令
和
７
年
度
の
決
算
が
、
去
る
７
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た

第
1
8
7
回
組
合
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

後期高齢者支援金が増加したものの、後期高齢者支援金が増加したものの、
保険料収入の上昇により黒字保険料収入の上昇により黒字

　
当
健
保
組
合
の
令
和
７
年
度
決
算
は
、
収
入
27

億
3
︐
8
2
7
万
9
千
円
に
対
し
、
支
出
24
億
2
︐

0
1
7
万
1
千
円
と
な
り
、
経
常
収
支
差
引
額
で
は

2
億
6
︐3
0
5
万
2
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
決
算
の
内
訳
と
し
ま
し
て
は
、
賃
金
引
き
上
げ
等

に
よ
り
標
準
報
酬
月
額
と
標
準
賞
与
額
が
上
昇
し

た
た
め
、
保
険
料
収
入
が
前
年
度
決
算
よ
り
増
加

し
ま
し
た
。
支
出
で
は
、
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世

代
す
べ
て
が
75
歳
以
上
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
当
年
度
決
算
は
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
保
険

料
収
入
に
占
め
る
高
齢
者
医
療
へ
の
拠
出
金
の
割

合
は
約
3
割
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
本
年
度
は
約

30
年
ぶ
り
の
大
幅
な
診
療
報
酬
引
き
上
げ
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
で
保
険
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
今
後
の
健
保
財
政
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　
少
子
化
に
よ
る
現
役
世
代
の
減
少
が
続
く
一
方
、

２
０
４
０
年
に
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上

と
な
り
、
高
齢
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見
通
し
の

た
め
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
は
さ
ら
に
重
く
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
少
子
高
齢
化

の
進
行
を
見
据
え
る
と
、
年
齢
で
は
な
く
能
力
に
応

じ
て
全
世
代
が
公
平
に
支
え
合
う
、
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
構
築
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
令
和
８
年
度
に
は
医
療
保
険
制

度
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
先
発

医
薬
品
の
選
定
療
養
費
の
引
き
上
げ
が
、
８
月
か
ら

は
自
己
負
担
額
の
引
き
上
げ
と
年
間
上
限
額
の
新

設
が
盛
り
込
ま
れ
た
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
つ
い

て
は
患
者
に
一
定
の
追
加
負
担
を
求
め
る
仕
組
み
が

導
入
さ
れ
る
方
向
で
す
。
こ
れ
ら
の
改
革
が
医
療
費

抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
は
、
健
保
組
合
が
保
険
料
と
併
せ
て
徴
収
い
た
し

ま
す
。
健
保
組
合
の
事
業
に
は
充
て
る
こ
と
は
で
き

ず
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
給
付
の
拡
充
に
使
用

さ
れ
ま
す
。
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
健
保
組
合
は
、
皆
さ
ま
の
健
康
の
保
持
・
増

進
に
貢
献
す
る
た
め
、
各
種
健
診
の
受
診
勧
奨
や

保
健
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
事
業
の
充
実
・

向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
健
診
や
保
健
指
導

な
ど
当
健
保
組
合
が
提
供
す
る
各
種
事
業
を
積
極

的
に
ご
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
定
期
的
な
健
康

診
断
の
受
診
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
選
択
、
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
な
ど
を
通
じ
て
、

ご
自
身
の
健
康
管
理
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
医
療
費
の
適
正
化
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支出 24億2,017万1千円

令和７年度
決算の
お知らせ

経常収支差引額

2億6,305万2千円　

国庫負担金収入（191円）財政調整事業交付金（6,338円）
国庫補助金収入（4,257円）

雑収入（5,716円）
調整保険料（5,033円）

繰入金（23,789円）

保険料（488,488円）

財政調整事業拠出金
（5,031円）
事務費（9,534円）
保健事業費
（16,864円）

連合会費（491円）
積立金（390円）

雑支出（24,582円）
還付金（98円）

支　出
471,952円

保険給付費
（265,140円）

後期
高齢者支援金
（104,414円）

前期
高齢者納付金
（45,409円）

収　入
533,986円

出産育児交付金（175円）

収　　入
保 険 料 2,504,966
国 庫 負 担 金 収 入 979
調 整 保 険 料 25,807
繰 入 金 121,988
国 庫 補 助 金 収 入 21,828
出 産 育 児 交 付 金 896
財 政 調 整 事 業 交 付 金 32,502
雑 収 入 29,313

合　　　　計 2,738,279
経常収入合計 2,535,432

支　　出
事 務 費 48,889
保 険 給 付 費 1,359,640
納 付 金 768,292
前 期 高 齢 者 納 付 金 232 , 8 5 7

後 期 高 齢 者 支 援 金 535 , 4 3 5

保 健 事 業 費 86,479
還 付 金 502
財 政 調 整 事 業 拠 出 金 25,798
連 合 会 費 2,519
積 立 金 2,000
雑 支 出 126,052

合　　　　計 2,420,171
経常支出合計 2,272,380

決 算 残 金 318,108 千円

経 常 収 支 差 引 額 263,052 千円

収　　入
保 険 料 236,908
繰 入 金 26,192
雑 収 入 157

合　　　計 263,257

支　　出
介 護 納 付 金 235,304
還 付 金 5

合　　　計 235,309

決 算 残 金 27,948 千円

健
康
保
険
分
（
千
円
）

　（男性　3,504人、女性　1,676人）

（男性　45.41歳、女性　44.67歳）

（男性　368,803円、女性　239,027円）

（事業主　1,000分の59.50、被保険者　1,000分の45.50）

（事業主　1,000分の8、被保険者　1,000分の8）

被保険者１人当たりで見ると

◦被保険者数　5,180人

◦平均年齢　45.17歳

◦平均標準報酬月額　327,707円

◦総標準賞与額（年間合計）　4,331,136千円
◦健康保険料率（調整保険料率含む）
　1,000分の105　　

◦介護保険料率
　1,000分の16　　

介
護
保
険
分
（
千
円
）

令和７年度　収入支出決算概要

組合現況 令和８年３月末現在
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みづほ健康保険組合みづほ健康保険組合

ユーザー登録の際に
必要な識別番号

330101

オンライン禁煙外来プログラムオンライン禁煙外来プログラム
～2027年3月30日(火) ※初回診療は3月31日（水）までに受診ください。募集期間

通常60,500円(税込)のプログラムが自己負担0円！参加費用

みづほ健康保険組合所属の組合員

参加
方法

①お手持ちのスマートフォンにアプリをダウンロード
②以下の健保識別番号を入力いただきプログラムスタート
アプリは右の２次元コードからダウンロードできます。
もしくは、App Store・Google Playにて「Medically」と検索してください。

参加対象

参加者
募集中

平日：9時～22時
土日：8時～18時オンライン診療時間

デカパトス
in Rokko Island

（プール）
（078）-857-1170

神戸市東灘区向洋町中8-1
六甲ライナー「マリンパーク」駅
下車すぐ

大　人　1,800円 大　人　  850円

幼児：
（満4歳以上　
小学生未満）
3歳以下は無料

7月11日（土）～9月6日（日）
10:00～17:30（受付は16:00まで）
日曜、祝日、お盆休みは9：30～
荒天時休園あり
期間曜日により変更あり

中高生　1,000円 中高生　  450円

小学生　　800円 小学生　  350円

幼　児　  500円 幼　児　  200円

駐車料金 1,000円

浜の宮市民プール
（079）-424-6635 加古川市尾上町口里817

大　人　  800円 大　人　  360円 小人：満3歳～
小学生
小学生以下同
伴が必要
3歳未満は無料

7月4日（土）～9月6日（日）
9：00～18：00（受付は17：00まで）
荒天時休場あり

小　人　  400円 小　人　  180円

無料駐車場あり

日岡山市民プール
（079）-426-9097 加古川市神野西乃山834

大　人　  500円 大　人　  250円
大人：中学生以上
小人：3歳から小
学生以下

7月9日（木）～8月31日（月）
9:00～18:00（受付17:00まで）
荒天時休園あり

小　人　  300円 小　人　  150円

無料駐車場あり

但馬竹野浜
（海水浴場・休憩所）　
（0796）-47-1080

豊岡市竹野町竹野17-22
JR山陰本線竹野駅下車
竹野浜茶屋

大　人　1,000円 大　人　  500円

大人：中学生以上

7月1日（水）～8月23日（日）
たけの観光協会ホームページ

（http://takenohama.com）を
検索し詳細を確認してください。

小学生　  700円 小学生　  350円

幼　児　  300円 幼　児　  150円

利用方法 その他

利用整理券は前もって事業所担当者様にお申し出く
ださい（枚数に限りがありますので、なるべく使用枚数
をお申し込みください）。
※チケットを利用できるのは当組合に加入されている
被保険者・被扶養者に限ります。

利用期間終了後の未使用券は利用期間終了後
10月10日までに当健保組合に返却してください。
利用期間、時間など急きょ変更される場合もあり
ますので利用前に各施設HPでご確認をお願い
します。

令和

8年度 施設利用のご案内
当健保組合では、今年度は以下の施設と利用契約を結びました。

施設名 場　所 一般料金 利用料金 利用期間小人の定義変わりました変わりました
診療報酬改定や健康保険制度の見直しにより、

令和8年6月から順次、健康保険の医療費の自己負担が変わります。

令和８年
６月から

病院や診療所が診察・検査・治療を行った際に、国が定めた基準に基づいて支払われる「医療の値段」
です。国が2年に1度見直しており、全国どこで受けても同じ価格が適用されます。これにより、誰もが公
平に医療を受けられる仕組みになっています。
今回の改定率は診療報酬本体で＋3.09％です。医療現場の人件費・コスト増への対応が大きな柱となり
ました。一方で薬価は−0.86% 、材料価格は−0.01%となりました。

入院時の食費・光熱水費の引き上げ

ジェネリック医薬品のある先発医薬品を選択した場合の特別の
料金の引き上げ

医療機関の診察料の引き上げ

　物価上昇等を反映し、入院
時の食費負担については、１
食当たり40円引き上げられま
した。
　65歳以上の人が療養病床に
入院した場合にかかる光熱水
費の負担額も１日60円引き上
げられました。

　ジェネリック医薬品がある薬で、先発医薬品を希望す
る場合には、医療費の自己負担にプラスして特別の料
金がかかる仕組みになっています。
　特別の料金は、先発医薬品とジェネリック医薬品の
価格差の4分の１の額から、令和8年6月より２分の１の
額へ引き上げられました。
※医療上の理由から先発医薬品を使用する必要がある場合や、流通の
　問題でジェネリック医薬品の在庫がない場合などは対象外です。

　初診料の基本額は据え置きとなる一方、再診料の基
本額がわずかに引き上げられました。また、物価高騰へ
の対応として「物価対応料」が新設され、さらに、医療
従事者の賃上げを支援する「ベースアップ評価料」も拡
充されます。物価対応料・ベースアップ評価料はいずれ
も令和9年6月に倍増する段階的な設計です。これらに
より、初診料・再診料ともに窓口での自己負担額が増
加します。そのほかにも入院基本料など幅広く診療費
が引き上げられました。

令和8年5月まで 令和8年6月から

食事療養標準負担額 1食510円 1食550円

生活療養標準負担額
1日370円

＋
1食510＊円

＊医療機関によっては1食470円

1日430円
＋

1食550＊円
＊医療機関によっては1食510円

初
診

初診料 2,910円（据え置き）
物価対応料 20円（新設）
ベースアップ評価料 170円～230円（+170円）

再
診

再診料 760円（+10円）
物価対応料 20円（新設）
ベースアップ評価料 40円～60円（+40円）

自己負担額

自己負担額は、以下の表の金額の原則3割となります。

※低所得区分の方などは引き上げ幅が圧縮されます。
※指定難病患者等の方は1食330円となり、1日にかかる光熱水費の負担はありません。

※ベースアップ評価料の下限は新たに賃上げを開始した医療機関、
　上限は令和6年度から継続して賃上げに取り組む医療機関の場合。

ジェネリック
医薬品

先発医薬品 保険給付

保険給付 患者
負担

患者
負担

先発医薬品と
ジェネリック医薬品の価格差

価格差の1/2相当

特別の
料金

患者負担の総額

※患者が希望する
　場合

?診療報酬とは…

令和8年6月からの診察料
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医療費が高額になったとき
健康保険では、医療費の自己負担が際限なく増加しないように
自己負担の限度額を設けています。
この仕組みを「高額療養費制度」といいます。
令和8年8月より「高額療養費制度」の見直しが行われています。

令和8年8月からの高額療養費制度見直し　

表●高額療養費の多数回該当の仕組み

健康保険の手続き

　高額療養費制度では、被保険者の年齢や収入（標準
報酬月額）に応じて、月ごと（毎月１日〜末日）の自己
負担限度額が定められており、限度額を超えた分は、
健康保険が負担します。マイナ保険証を医療機関の窓
口で提示することで自動的に適用されるため＊、事前の
手続きは必要ありません。　

　また、同じ世帯で直近12ヵ月以内に高額療養費が適
用された月数が３ヵ月に達した場合、４ヵ月目からは
「多数回該当」が適用されます。多数回該当になると、

　高齢化の進展や医療の高度化などによって医療費が
増大する中で、将来にわたって高額療養費制度を維持
していくために、令和8年8月から制度の見直しが行
われています。
　令和8年8月からの主な変更点として、月額の自己
負担限度額が所得に応じて引き上げられます。例えば、
年収約370万円〜770万円の方の場合は、変更前から
5,700円、限度額が引き上げられます。なお、多数回
該当は据え置きとなり今回の変更はありません。
　また、新たに1年間（8月〜翌年7月）の自己負担

額の合計に上限を設ける年間上限額が導入されます。
がん治療など長期にわたって高額な治療を続けている
方の負担が過度に増えないよう配慮されたものです。
低所得者についても自己負担限度額の引き上げ幅が最

どのような場合が、高額療養費の対象となりますか？

家族それぞれの医療費を合算して、
高額療養費を申請することはできますか？

早分かり

医療費の自己負担が限度額までに抑えられるQ&A よくある質問

通常よりも低い自己負担限度額が設定されるため、窓
口での支払いがさらに抑えられます。

表●令和8年8月から令和9年7月までの自己負担限度額等　【70歳未満】

所得区分 1ヵ月の自己負担限度額 多数回該当 年間の
自己負担限度額

年収約1,160万円以上
標準報酬月額83万円以上

270,300円＋
（総医療費−901,000円）×1% 140,100円 168万円

年収約770万円以上
標準報酬月額53～79万円

179,100円＋
（総医療費−597,000円）×1% 93,000円 111万円

年収約370万円以上
標準報酬月額28～50万円

85,800円＋
（総医療費−286,000円）×1% 44,400円 53万円

年収約370万円以下
標準報酬月額26万円以下 61,500円 44,400円 53万円＊

低所得者
（住民税非課税） 36,900円 24,600円 29万円

＊標準報酬月額15万円以下の所得区分に該当することが確認できた方は年間上限41万円が適用され、令和９年８月以降に払い戻されます。
※70歳以上75歳未満の自己負担額は別途、定められています。

　同一の医療機関で1人が１ヵ月（1日～末日）
に支払った保険診療の自己負担額の合計が、所
得区分に応じた限度額を超えたときに高額療養

　同じ健保組合に加入している家族（被保険
者・被扶養者）であれば、同じ月の自己負担額
を合算して計算することができます。合算した
額が自己負担限度額を超えた場合、高額療養費
が適用されます。
 た だ し1つ の 医 療 機 関 で の 自 己 負 担 額 が
21,000円以上のものだけが合算の対象となり

ます。21,000円未満の自己負担額は合算でき
ませんのでご注意ください。
※70歳以上の方については、金額にかかわらずすべての自己負担
額が合算の対象となります。

令和８年８月より高額療養費制度の見直しが実施

月ごとの自己負担限度額が、
所得に応じて
引き上げられます

多数回該当の限度額は、
今回の見直しでは
変更されません

1年間（8月〜翌年7月）の
自己負担合計に「年間上限」が

新設されます

直近12カ月 高額療養費支給額
自己負担額

1カ月目 2カ月目 3カ月目 4カ月目

4カ月目から軽減・定額＊マイナ保険証以外の方法で受診する場合は事前に限度額適用認定証を取得
して、医療機関の窓口での提示が必要となります。

❶ ❷ ❸

費の対象となります。医療にかからない場合で
も必要となる入院時の「食費」「居住費」、患者
の希望によってサービスを受ける「差額ベッド
代」「先進医療にかかる費用」等は、高額療養
費の対象とはなりません。
　なお、月をまたいだ医療費は合算できないた
め、例えば月末に入院して翌月に退院した場合
は、それぞれの月ごとに計算されます。受診の
タイミングによっては限度額を超えない場合も
あります。

小限になるよう配
慮されています。
　令和9年8月か
らは所得区分の細
分化が実施される
予定です。
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